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今月のあじけんスコープは、今、実習生の皆さんの間で 

人気となっているリサイクルショップでのショッピングを 

ご紹介します。最近会話練習で、週末の予定や出来事等を 

聞くと、よく返ってくる答えが、「やすいおみせにいきま 

した」「やすいおみせでかいものします」。どんなお店なの 

か詳しく聞いてみると、「いろいろなものがあります」 

「ふるいものです」等のキーワードから、今はやりのリサ 

イクルショップだと分かりました。実習生の道案内を頼りに、実際 

お店探しをしてみると、徒歩 20 分圏内に古着等を扱うリサイクルショップが 2 店舗ありました。どちら

のお店も衣類やバックを中心に、日用品や電化製品など豊富な品揃え。価格も手頃で、写真中央の実習生

ANTHONY（アントニ）さんのシャツが 500円、向かって左のMICHAEL（マイケル）さんと、向かっ

て右の LEA（レア）さんが持っているバッグは 300円だったそうです。「来日したばかりで、生活費を節

約したい、でも買い物も楽しみたい」そんな実習生の皆さんにはぴったりのショッピングスポット。 

こんな店を自力で探し出す実習生の皆さんの逞しさを実感させられました。 
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インドネシア紙幣をフォトフレー

ムに入れて作ったオリジナルのイ

ンドネシア土産。授業を担当した

講師に贈られた実習生の皆さんの

感謝の気持ちがこもったプレゼン

トです。 
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10月に入りました。今月は、入寮時に行う母語によるオリエンテーションや、日々の授業を通して、実習生の皆

さんの健康管理に対する意識を高める取り組みを強化しています。肌寒さを感じる長雨の日々が続いたかと思えば、

30度を超える真夏日があったりと、来日したばかりの実習生の皆さんにとっては、体への負担が大きい日々が続い

ているためです。実際に、毎朝、教室で行っている朝の会での健康チェックでも、数日間、咳が続いている実習生、

や、微熱からくる体のだるさや頭痛を訴える実習生が出てきています。体調不良が続く実習生には、本人と受け入れ

団体様の要望に従い、迅速に医師の診察が受けられるように万全の体制を整えていますが、限られた講習時間内で、

日本での技能実習を安全かつ円滑に行えるだけの日本語コミュニケーション力の育成に取り組む本校講師陣にとって

は、「1時間たりとも無駄にはしたくない」のが本音です。また、実習生の皆さんにとっても、気持ちは同じでしょ

う。これから、さらに健康管理が難しい季節に入っていきます。毎度、毎度になりますが、「心と体の健康」なくし

て日本語力の向上は望めません。今年も残すところ３ヶ月を切りましたが、実習生の皆さんの健康・学習両面に配慮

しつつ、全力投球で日本語コミュニケーション力の向上に取り組んでいきたいと思います。 

 

今月の実習生は、自慢のギターの腕前を、クラスメイトに披露し

てくれたインドネシア人実習生のKHAERUN（カエルン）さんを紹介

します。長年趣味として、ギターを弾いているそうで、その腕前は、

抜群。歌も上手で、3曲の弾き語りは、全て日本語の歌。インドネシ

アで人気があるという五輪真弓さんの「心の友」という歌は、クラスメ

イトとともに大合唱の大盛り上がりとなりました。因みにカエルンさん

が弾いているギターも、今、実習生 

の間で人気のリサイクルショップで、 

3,800 円で購入した物だそうです！ 
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クラスメイトと「心の友」を熱唱

するさんカエルンさん → 
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※ 当校ホームページ http://www.ajiken.jp/ から「あじけん通信」バックナンバー 

もご覧になれます 

 

今月は、日本文化の紹介を、授業に取り入れて、実践的なコミュニケーション力の育成を図った授業

をご紹介します。 

今回、取り上げた日本文化は、「相撲」。多くの実習生の皆さんが興味を持つ日本を代表する伝統文化

ですが、日本語初級レベルの学習者に対しての授業で扱う内容としては、少し難易度が高いと思われる

テーマです。そこで、あじけん流のアレンジとして、相撲は相撲でも「紙相撲」を紹介し、紙相撲に必

要な土俵や、力士を講師の指示に従って作成したり、実際に紙相撲をしたりすることで、これまでに学

習した日本語表現の定着を図りました。この活動で、実習生の皆さんは、指示を注意して聞くだけでな

く、「先生、終わりました」等の作業報告や、「これでいいですか」等の作業の確認表現を、何度も使い、

生き生きと日本語で活動することが出来ました。また、紙相撲では、目の前の白熱する取り組みに、「つ

よい！」「うまい」「かったー」「まけました」「ざんねん」等思いつく限りの日本語を口にしながら、折

り紙力士の巧みな動きに大興奮していました。負けた悔しさから「もういちど おねがいします！」と、

もう一番取り組みを熱望する実習生もでるなど、日本語での自然な発話が大いに引き出された実践的な

会話練習の時間となりました。 
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① 講師が視力検査の手順を説明 

講師の指示に従い土俵を作る実習生の皆さん 

紙相撲「あじけん場所」開幕！ 

はっきよーい、 

のこったー！ 

かったー！ 

せんんせい、 

これでいいですか？ 

 

すみません 

まちがえました 

いいね 

オーケー、オーケー 

これ、 

ぎゃくだよ！ 

すごい、 

すごい 
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